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１． 研究目的 
「ことば」は常に二面性を有している.声によ

る「話しことば」（音声言語）と,文字による「書

きことば」（文字言語）の二面である.ことばの

研究は,この二面性を前提に進められてきたが,
今日,日常生活のなかで目にすることの多い電

子文字は,従来の「二面性」アプローチでは十全

に把握できず,第三の側面を考える必要がある

のではないか 
パソコンやスマホの画面に映る「ことば」の

多くは,もちろん文字の形態をとっている,この

文字を本稿では「電子文字」と呼ぶことにする

が,同じ文字だからと言って,電子文字も従来の

活字文字と同質の「ことば」として扱ってよい

ものであろうか. 
本研究は,この問題に対して,「ノー」と答える.

「ノー」であるとすれば,活字文字と電子文字は

どこがどのように違うのか.また,「声としてのこ

とば」（音声言語）との差異は何か.本研究では,
現代の電子文字社会における「ことば」の変容

に焦点を当て,その特質を検討する. 
 
２． ことば研究のパラダイム転換 

本稿は, 前年度に引き続く継続研究であり, 前
稿 1 での主要な問題点をより多面的に検討しよう

と試みる．それ故, 前稿での仮設的提言を簡潔に

整理しておくなら, 今日, 活字文字が著しく衰退

し, それに代わる電子文字の隆盛のなかで, 現代

の言語と文化のあり方や, コミュニケーションの

問題, あるいは, メディアに関わる諸問題の研究

にあたっては, ある種のパラダイム転換が必要で

ある旨を主張するものであった.  
すなわち, 本研究の底流を成すパラダイム転換

とは, 音声言語にしても文字言語にしても,ことば

を伝達の道具,コミュニケーションのメディアと

捉える考え方が主流を成しているが, かかる常識

的見解を一旦棚上げし, 井筒俊彦の言語哲学にパ

ラダイム転換の方向性を求めたのであった. 
井筒は言う.「近代の言語学者は,社会的記号コー

ドとしての言語,つまりラング,に対立するものと

いいますと,すぐ発話行為パロールを考えます.ラ
ングとパロール,それが普通の考え方です.しかし

実際は,ラングとパロールを対立させる以前に,ラ
ングの底に潜んでいる深層意味領域というものを

考えなくてはならない.それでこそ初めて,そのよ

うな,いわゆる意味の太古の薄暗がりから立ち現

れてくるパロールの創造性というものが,本当に

理解できるようになるのではないかと私は思いま

す」２. 
 ここで井筒の指摘する「ラングの底に潜んでい

る深層意味領域」,「意味の太古の薄暗がり」と形

容される不可視の領域への着目が, 本稿にいうパ

ラダイム転換の内実に他ならない. つまり, 普段, 
我々が駆使していることばの意味交換という行為,
「パロールの創造性」というものは,井筒のいう

「意味の太古の薄暗がり」,つまりは,「ラングの底

に潜んでいる深層意味領域」から生み出されてく

るものであって, ことばが生み出される,という事

は, 何らかの意味が生み出される不可視の領域,
「深層意味領域」にまで視野を広げなければこと

ばの問題は解けないと,井筒は指摘するのである. 
 
３． パロールからエクリチュールへ 
さて, 以上のパラダイム転換の方向性から,我々

は, ことばの原理的な把握に関して,２つのアプ

ローチを引き出すことができる. ひとつは, 伝達
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の道具としてのインストルメンタルな側面から

のアプローチ, もうひとつは, 「深層意識領域」

にまで遡って,「パロールの創造性」に繋がる次

元でのアプローチである． 後者のアプローチは, 
ことばが生成されて発語に至る原初的なプロセ

スに注目する. しかし, この段階で生成されるこ

とばは, 言うまでもなく,音声言語であって文字

言語ではない. 原初的に, 「意味の太古の薄暗が

り」の中から, 音声言語として生成されるプロセ

スを, 言語学では「意味の文節化」と呼んでいる. 
この「分節化」の説明に関して, 次の一節ほど適

切なものはない.  
「先ず具体的な例から考察を始めよう. 英語に

weed という語がある. 訳して『雑草』, ある辞書

によれば, その意味は『必要のない所に生えた野

草の草』, つまり不要の草. しかし, 客観的実在の

世界, すなわち自然界, には『不要の』草などとい

うものはひとつも存在しない. そのようなものは, 
無限に複雑な自然物を見て, それらを秩序づけ, 
さまざまな目的に従って評価する人間の目によっ

てのみ存在する. つまり weed という概念は, この

ような秩序づけ, 類別, 評価の結果なのであって, 
この意味において, それは人間のこころの独特な

視点としての主体的な態度のあらわれにすぎな

い.」３ 

この「文節化」の営みのなかには, 「実在の世

界と言語との間には,与えられた素材を一定の方

向に作り上げてゆく精神の創造行為が介在してお

り」,その創造行為が「パロールの創造性」を生み

出し,ロゴスとしての言葉を生成すると考えるこ

とが出来る.ところが,人間の歴史のなかで,パロー

ルの上にエクリチュールが重なるようになると,
前者に内包していた「創造性」ないし「ロゴス」

なるものが消失することとなった. 
ここで言う「エクリチュール」とは,書記システ

ム,文字システム,書き言葉であって,話し言葉,「パ

ロール」と並立させて用いるが,このエクリチュー

ルの出現をめぐって,井筒は次の様に述べる. 
「文字に書き写されるとき,言葉は死ぬ.生命の

みずみずしさは,そこにはない.生きた話し手も,生
きた聞き手もいない.書かれた言葉は中性化して,
万人の前に投げ出されている.声を奪われた言葉

は,ただ石ころのように,そこにころがっている.紙
面に並ぶアルファベットの空ろな眼差し.」 
こうした見解は,井筒に固有のものではなく,西

洋思想の歴史的展開における音声中心主義の一端

を述べたものに過ぎず,そこで注目されるのは,「文

字が言葉の生命を奪う」ということの意味である.
これに関して,井筒は,「文字が言葉の生命を奪うと

いうのは,話された言葉のなかに現前している（は

ずの）ロゴスとしての「意味」を消してしまう,と
いうことである.エクリチュールは『現前』を脅か

す」４結果を招くわけだ. 
 
４． ロゴスと言霊 
ここにおいて,パロールのなかに内包していた

「創造性」,言い換えれば,ことばを生成する精神の

創造行為というものは,エクリチュールにおいて

は拡散してしまい,「話された言葉のなかに現前し

ている（はずの）ロゴスとしての『意味』」は消滅

する. 
「ロゴスとしての意味の消滅」は,特に,アルファ

ベットという表音文字の場合を前提にした立論で

あるが,翻って,漢字という表意文字を前提にして

思考された場合においても相重なるところがある.
今から 200 年以上もの昔、本居宣長は次の様に述

べていた. 
「古より文字を用ひなれたる,今の世の心をも

て見る時は,言伝へのみならんには,万の事おぼつ

かなかるべければ,文字の方はるかにまさるべし

と,誰も思ふべけれ共,上古言伝へのみなりし代の

心に立かへりて見れば,其世には、文字なしとて事

たらざることはなし.これは文字のみならず,万の

器も何も,古には無かりし物の,世々を経るままに,
新に出来つつ,次第に事の便よきやうになりゆく

める,その新しく出来始めたる物も,年を経て用ひ

なれての心には,此物なかりけん昔は,さこそ不便

なりつらめと思へ共,無かりし昔も,さらに事は欠

ざりし也.（中略）文字は不朽の物なれば,一たび記

し置つる事は,いく千年を経ても,そのままに遺る

は文字の徳也.然れ共文字なき世は,文字無き世の

心なる故に,言伝へとても,文字ある世の言伝へと

は大いに異にして,うきたることさらになし.今の

世とても,文字知れる人は,万の事を文字に預くる

故に,空にはえ覚え居らぬ言をも,文字しらぬ人は,
返りてよく覚え居るにてさとるべし.殊に皇国は,
言霊の助くる国,言霊の幸はふ国と古語にもいひ

て ,実に言語の妙なること ,万国にすぐれたるを

や」.5 

ここで宣長は,文字の出現によって、「文字とい

ふ物のさかしらなくして,妙なる言霊の伝へなり

し徳」というものが消滅してしまう事態を指摘す
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る.宣長の言う「言葉の妙なる言霊」は,小林秀雄も

指摘するように 6,西洋言語思想,特にアリストテレ

スのいう「話された言葉のなかに現前している（は

ずの）ロゴス」に相当するとみなすことができる.
アルファベットという表音文字の場合はもちろん,
漢字を軸とする表意文字の場合でも,そのエクリ

チュールにおいてはことばの現前性を失ってしま

うのである. 
 さらに,言葉に内在する現前性の消滅の他に,洋
の東西を問わず,エクリチュールの空間性を指摘

しておかねばならない.この点は,改めて指摘する

ほどのことはないが,パロールの構成する空間は

限定的たらざるをえない.これに対し,エクリチュ

ールの構成する空間は,無限にと言ってもよいほ

ど拡大する特性を有している.この傾向は,既に現

下の電子文字の場合において,現実のものとなっ

ているが,その功罪については,匿名性の問題とも

絡んで,実に複雑な問題を提起している. 
 
５． 電子文字のエクリチュール 
以上の空間性の拡張という問題も,電子文字の

織り成すエクリチュールの一つの特性に違いない.
これに加えてもう一つ,書記システムの根本的な

変容を付け加えておきたい. 
この第三の問題は,石川九楊のつとに指摘する

ところであるが,石川によれば,日本語を前提に考

えれば,普段,我々は,漢字仮名交じり文のシステム

に基づいて文を書く.ところが,電子文字の場合は,
これまで慣れ親しんだ書記システムを捨て,ロー

マ字ないし平仮名で打ち込んで,漢字仮名交じり

文に変換する.しかも,この変化は,誰も殆ど意識す

ること無く,無自覚のままに非本来的な方式に沿

って電子文字のエクリチュールに委ねていくので

ある. 
 だとすれば,電子文字が構成するエクリチュー

ルは,従来の肉筆文字を活字化した結果,そこに出

来上がるエクリチュールとは同質のものではあり

えない.その影響は,特に日本語の場合,漢字,平仮名,
片仮名の組み合わせからなる文字システムを作り

出した日本人の「書く」という意識の変質にも及

ばざるを得ないだろう. 
既にその影響は現れ始めている.電子文字のエ

クリチュールの中には,パロールとエクリチュー

ルが融合したかの如きことばが氾濫し,その種の

ことばは,過剰に感情性の溢れたことばを生み出

している.いまや,電子文字社会は,「感情優位社会」

（カズオ・イシグロ）の様相を顕著にしつつある.
そうした状況の中で,電子文字の織り成すエクリ

チュールは,「パロールの創造性」にみられたよう

なことばのロゴス性なり言霊性を取り戻すことが

できるであろうか.これが現下の大きな課題と言

わざるを得ない.果たして,ＡＩはこの課題を解決

できるであろうか. 
本格的な新しいエクリチュール論が生まれなけ

ればならない,と,私は思うのである. 
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